
１　はじめに
　本園は，習志野市の東部に位置し，小学校，
中学校 , 習志野市総合教育センターがある文
教地区に建てられた幼保連携型認定こども園
である。12 年目を迎えた今年は , 園児数 235
名の幼児期の学校教育と子育て支援を担って
いる。

２　こども園の教育・保育の取組
　本園で目指しているものは ,「教育，響育，
共育，今日行く」という子どもも保育教諭も
みんなが行きたいこども園，みんなで学び合
えるこども園である。
　一人一人の子どもの心に寄り添い，子ども
の表現を理解する保育教諭がいて，子どもが
育つ，子どもがいて保育教諭が育つことを大
切にしている。
⑴夢中になって遊ぶ子どもを育む
　平成 21 年度に開催された市指定の公開研
究会での学びに「発達の道筋を捉える」があ
る。０歳児から５歳児の発達を本園の子ども
の遊びや表現，基本的生活習慣から捉えるこ
とで，適切な援助と環境構成を行い，子ども
の遊びや遊びの中の学びを支えている。
⑵健康な体を育む
　発達や運動量・遊びの質の違いを考え , 園
庭を０歳児から２歳児の子どもたちの「乳児
庭」，３歳児から５歳児の「幼児庭」という
ように二つに分けて使用している。さらに，
広さや走る距離が必要な時は隣接小学校のグ

ラウンドを計画的に使用させていただき，幼
小のつながりにもなっている。また，本園で
は，栄養教育を栄養士が担当しており，食へ
の興味や関心を持たせながら食べる楽しさや
喜びを味わい、併せてマナーを身に付ける機
会となっている。５月から６月にかけては，
地域のニンジン農家との連携で５歳児がニン
ジン掘りを行い，掘ったニンジンを子どもた
ち全員が給食やおやつで食べている。その後
は，自分たちもサツマイモや夏野菜等を栽培，
収穫し食するという体験もしている。
⑶健康な心を育む
　園内での異年齢交流，小学生との交流，中
学生，高校生の職場体験等を通して，自分に
優しくしてもらった喜びをたくさん味わって
いる。この体験からは，人に優しくしたり，
相手の思いに気付き自分の思いを抑制したり
する心が育まれる。また，散歩に出たり，地
域の行事に参加したりする機会が多く，歌や
合奏，踊りなども披露している。地域の皆様
からかけていただく声が大きな喜びや自信と
なり，いろいろな人との温かい交流は心の育
ちにつながっていく機会となっている。

３　おわりに
　平成 29 年度も，地域や保護者の皆様の御
支援に支えられ，全職員が「チーム東習志野
こども園」として，未来ある子どもたちの「生
きる力」の根っこ作りに努めていきたい。
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１　動物園での教育とは
⑴動物園はメディアであること
動物園は野生から動物を都市に持ち込ん
で展示する場所であり，野生と都市をつな
ぐ中間項，つまりメディアである。持ち込
まれた動物たちは普段目にすることのない
存在であって，そこに動物がいることで種
の多様性を感じ，形態や色彩を見ることで
どうしてこんな動物たちが地球上にいるの
かの不思議さを感じさせてくれる。動物園
の展示はこれまで，動物をなるべく近く，
檻や障害物などをなくし，あたかも自然の
中にいるように展示施設を進化させてき
た。これはそうしたメッセージが届くよう
にするための配慮なのである。
⑵動物園の教育上の利点と特質
生きて動いている動物たちは，それだけ
で人を惹きつけることができる。動物は魅
力的な存在であり，その一挙手一投足が動
物の情報を提示してくれている。動物園の
良さは動物と一緒の空間にいるだけで楽し
くなるということにある。この楽しいとい
う条件の中で，さまざまな活動が可能にな
り易い。知らず知らずの間にうきうきとし
てきて，学習意欲が増してくることが最大
の利点である。

２　変化する動物園と学校との関係
長い間，学校にとって動物園はもっぱら
遠足の場，即ち学校行事の場として使われ
てきた。総合的な学習の時間が設定される
頃から学校の動物園利用形態が変わってき
た。個々の生徒たちが動物園を学習のため

に訪れるようになり，また学校もそれを積
極的に勧めるようになってきている。一方，
動物園側も多様化する需要に応える体制を
整え始めてきた。千葉市動物公園はその中
でもいち早く対応を進めてきた。動物に関
するプログラムの開発，出張授業，そして
最近では国語の教科書にでてくる動物の
話，校外事業指導，学校飼育動物の飼い方，
教員のための研修などを先進的に行ってき
た。また全国的にも教育専門の職員を配置
するなど体制を整えはじめてきている。こ
うした動きが活発化したのは，わずか 10
数年前からであり，いまだに十分な体制を
とっているとはいいがたい。しかしながら，
こうした流れは徐々にではあるが , これか
らも前進していくことは間違いない。

３　動物園の使い方
動物園での教育的利用の方法は多様であ
るが，ここでは千葉市の例をとってみる。
⑴プログラムの参照
動物公園のホームページを見ると，動物
公園を利用する際に使えるプログラムが 20
例ほど提示されている。これらのプログラ
ムは各学年共通のものであり，いわば基本
型ともいうべきものである。例えば学校で
動物園学習用のワークシートを作る場合な
どに，これを参考にして作成するのに使え
る。補足的な説明が必要な場合は，動物園
に問い合わせていただけるとありがたい。
⑵職員の活用
教育活動に資する職員は多くはいない
が，最小限の要望には応えることができ
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る。一昨年から教員のＯＢに加わっても
らっているが，それ以外にも教育担当を配
置してあるので，積極的に活用してもらい
たい。特に事前踏査の段階で動物に関する
理解をしておいてもらえると，それを応用
してワークシートなどを充実することがで
きる。また事前に出張授業などを申し込ん
でいただければ，その後の来園と合わせて，
より深い理解へと誘導することができるだ
ろう。
⑶資料と標本
動物公園には動物と動物園に関する資料
が蓄積されている。図書や雑誌，最近では
標本類の収集を行ったり，事前学習用の
キットも活用できるようにしたりして，学
校などの要望に応える準備が整ってきてい
る。

４　私のお勧め学習法
⑴発見すること
動物園でのお勧めは，じっくりと観察し
て何かを発見することである。他人から
習ったことは忘れやすいが，自分で見つけ
たことは長い間記憶に残る。自分の力で何
かを発見した時の喜びは極めて大きい。発
見は自信や意欲の向上，新たな展開へとつ
なげることができる。
⑵比べてみる
発見にいたるキーワードの一つに比べる
ことがある。動物園の観察は形態で比べる
のが最もわかりやすい。例えば，サル類の
場合，樹上性のサルは一般に手が長く，上
半身が発達しているが,比較的小型である。
樹木の間を渡るに適した体になっている。
また同じ樹上性のサルであっても，テナガ
ザルとニホンザルなどでは移動の仕方が全
く異なる。ニホンザルは４本の肢で立って
移動するが，テナガザルの場合，前肢２本
で私たちが雲梯を渡るように移動する。で
はほかのサルたちはどうであろうか？
一方，地上生活するサルは，どっしりと

強い筋肉と骨格を持ち，猛獣類に対抗する
力を備えている。あるいは走るのが早い。
雄雌の違いも比較するのに好都合である。
雄と雌がはっきりと違う種は，１頭の雄と
複数の雌でファミリーを構成するが，一見
雌雄の区別がつかない種は，ペアや雑婚生
活をしている。他にも鳥を観察する場合だ
と，くちばしの型で比較するとわかりやす
い。蜜を吸う鳥，木の間にいる虫を食べる
鳥，鋭いくちばしと爪で哺乳類などを襲う
鳥，大きな魚を一飲みにするペリカンなど。
一種類だけ見ていてもわかりにくいが，他
の種と比べると違いが見えてくる。暮らし
ていく自然環境や襲ってくる敵に応じて体
の形などが違う。
⑶特徴の枚挙
動物の特徴をできるだけ多く指摘させる
ことである。キリンであれば，首が長いか
ら始まって，舌も長い，目が大きい，まつ
げが長い，角があるなどなど。そのような
ことをしながら，次の段階では他の動物と
比べてみる。
ただ観察するだけではなかなか何かに気
づき，発見につなげることは難しいかもし
れない。その場合何らかのヒントが必要に
なる。どの程度までヒントをだせばいいか
は学校での学習の進度にかかわると思われ
る。
以上述べたことでも分かるだろうが，教
員側でも何らかの工夫をしてもらいたい。
子どもたちの個別的な発達段階は動物園サ
イドでは把握困難である。そのためには，
事前での動物たちへの理解があるといい。
千葉市動物公園では夏休みに教員向けのセ
ミナー（＝研修）を実施している。こうし
た制度を活用して，動物園の利用法を考え
てほしい。私たちは子どもたちが目を輝か
せて，“見つけたぞ”と叫んでもらいたい
のだ。


